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「ひので」衛星による観測データは、可視光、紫外線、軟X線の３つの異なる波長で得られた同時データを統
合させることで、光球・彩層からコロナの結びつきを知ることが可能となり、大きな科学成果が期待できる。そ
のために、3つの望遠鏡から取得される画像データ間の位置関係を正しく理解することが解析にあたって重要と
なる (清水他 2007年春季年会W09b)。
衛星飛翔後の観測データに基づき、可視光望遠鏡 (SOT)とX線望遠鏡 (XRT) の間の画像位置合わせ、時系列
撮像画像のコアライメント手法を確立した。衛星は、熱入力変化が少ない太陽同期極軌道を周回し、構造熱変形
を可能な限り抑えているが、地球アドベド光の衛星・望遠鏡への入射パターンが軌道周期 (約 98分)で変化する
ため、2-3秒角の周回変動がある。また、衛星姿勢制御で制御できない短い時間スケールの観測指向目標位置に
対するずれ、衛星ジッターが 1-2秒角存在する。これらの特性は、定期的に実施するコアライメント測定観測 (北
と東の太陽縁の時間列観測)の解析評価と、太陽センサ (UFSS)信号を用いることで知ることが可能で、残差ジッ
タを 0.5秒角 (0-p)に抑える時系列撮像画像のコアライメント方法を開発した。また、XRTと SOT間の指向方
向の関係については非常に安定していて、3ヶ月で 1秒角程度の長期変化しか見られないことも分かった。これら
SOTとXRT間のアライメントに関するまとめ (Shimizu et al. PASJ submitted)を報告する。


